
　 新型コロナウイルス感染症により、お亡くなりになられた多くの方々のご冥福をお祈りすると

ともに、いまだ療養中の方に心からのお見舞いを申し上げます。また、感染症の危険を顧みず、

職務に精励される医療従事者の皆さまに敬意を表しますとともに、この苦難にも懸命に努め生活

される市民の皆さまに心から感謝を申し上げます。

●新型コロナウイルス感染症対策に係る臨時会を開催 
  補正額85億3853万円の令和2年度一般会計補正予算など
3議案を可決・承認
●「新型コロナウイルス感染症対策に係る意見書」を議員発議し、可決
●「新型コロナウイルス感染症対策特別委員会」を設置

●新型コロナウイルス感染症対策に係る臨時会を開催 
  補正額85億3853万円の令和2年度一般会計補正予算など
3議案を可決・承認
●「新型コロナウイルス感染症対策に係る意見書」を議員発議し、可決
●「新型コロナウイルス感染症対策特別委員会」を設置
　舞鶴市議会では、去る４月30日（木）に開催された令和２年第1回臨時会において、市長
から提案された令和２年度一般会計補正予算など３議案を審議し、いずれも原案のとおり
可決・承認しました。また、新型コロナウイルス感染症の拡大
防止に向けた円滑な検査体制構築や事業者に対する早急な
支援などを求める意見書を議員発議し、可決するとともに、
「新型コロナウイルス感染症対策特別委員会」を設置しました。
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議決結果は
このコードから
ご覧いただけます。

今回の補正予算に係る事業今回の補正予算に係る事業
■ 特別定額給付金給付事業
一人当たり10万円を給付（国の緊急経済対策）
■ 子育て世帯への臨時特別給付金給付事業
対象児童一人当たり１万円を給付（国の緊急経済対策）
■ 新型コロナウイルス感染症対策中小企業雇用調整助成金
国の雇用調整助成金を受け、休業手当を支給した場合に発生する雇用主負担分を市独自に助成
■ 新型コロナウイルス感染症対策休業要請対象事業者支援給付金
京都府の休業要請に応じた中小企業・個人事業主に給付される府の給付金と同額を市独自に上乗せ
■ 傷病手当金
給与を受けている国民健康保険被保険者が新型コロナウイルス感染症に感染し労務に服することが
できない場合、その世帯主へ傷病手当金を支給

舞鶴市議会議長 上羽　和幸
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Ｑ

市
民
が
行
う
手
続
き

と
給
付
の
時
期
は
。

Ａ

郵
送
に
よ
る
申
請
の

場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
世

帯
情
報
な
ど
を
印
字
し
た

申
請
書
を
送
付
し
、
振
込

先
と
な
る
口
座
情
報
を
記

入
い
た
だ
き
、
本
人
確
認

書
類
な
ど
を
添
付
し
返
送

い
た
だ
く
形
を
予
定
し
て

い
る
。

　

少
し
で
も
早
く
給
付
し

た
い
と
考
え
て
お
り
、
５

月
下
旬
か
ら
順
次
振
り
込

み
が
で
き
る
よ
う
に
準
備

を
進
め
て
い
る
。

Ｑ

給
付
対
象
に
は
小
規

模
企
業
や
開
業
届
を
出
さ

れ
て
い
る
個
人
事
業
主
も

含
ま
れ
る
の
か
。

Ａ

含
ま
れ
る
。
個
人
事

業
主
の
開
業
届
に
関
し
て

は
、
税
務
署
へ
の
確
定
申

告
等
に
て
確
認
す
る
。

Ｑ

手
続
き
の
簡
素
化
・

迅
速
化
は
図
ら
れ
る
の
か
。

Ｑ

給
付
金
の
対
象
と
な

る
の
は
、
い
つ
か
ら
い
つ

ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
子

ど
も
か
。

Ａ

平
成
16
年
４
月
２
日

か
ら
令
和
２
年
３
月
31
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
子
ど
も

で
あ
る
。

Ｑ

給
付
金
の
案
内
文
書

の
配
達
予
定
時
期
は
。

Ａ
５
月
の
連
休
明
け
か

ら
対
応
で
き
る
よ
う
に
準

備
を
進
め
て
い
る
。

Ｑ

給
付
金
の
受
け
取
り

を
希
望
し
な
い
こ
と
を
届

け
出
る
書
式
は
、
準
備
さ

れ
て
い
る
の
か
。

Ａ

市
へ
連
絡
し
て
い
た

だ
く
か
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
載
せ
た
書
式
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
の
う
え
届
け
出
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
。

Ｑ

予
算
に
含
ま
れ
る
事

務
費
の
内
訳
は
。

Ａ

消
耗
品
費
や
郵
送
費

の
ほ
か
、
シ
ス
テ
ム
導
入

に
係
る
委
託
費
や
事
務
に

従
事
す
る
職
員
の
人
件
費

な
ど
を
計
上
し
て
い
る
。

Ｑ

助
成
対
象
と
な
る
市

内
事
業
所
の
見
込
み
数
は
。

Ａ

市
内
３
千
数
百
社
の

事
業
所
に
つ
い
て
、
１
事

業
所
平
均
７
人
の
従
業
員

と
し
て
試
算
し
、
全
事
業

所
の
１
割
が
一
カ
月
間
休

業
し
た
こ
と
を
想
定
し
た

制
度
設
計
と
し
て
い
る
。

Ｑ

事
業
費
８
９
５
３
万

円
と
、
一
人
当
た
り
の
給

付
額
１
万
円
に
対
象
児
童

数
を
か
け
た
額
と
の
差
額

１
５
３
万
円
は
、
事
務
費

な
の
か
。

Ａ

そ
の
と
お
り
。

予
算
決
算
委
員
会
の
主
な
審
査
内
容

特
別
定
額
給
付
金
給
付
事
業

傷
病
手
当
金

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時

特
別
給
付
金
給
付
事
業

Ｑ

今
回
の
傷
病
手
当
金

の
想
定
人
数
お
よ
び
期
間

は
。

Ａ

雇
用
調
整
助
成
金
を

基
に
、
１
人
が
30
日
間
休

ん
だ
想
定
で
の
補
正
額
で

あ
る
。
対
象
者
の
給
与
収

入
額
や
人
数
に
よ
り
変
動

す
る
た
め
、
不
足
が
生
じ

た
場
合
は
流
用
な
ど
に
よ

り
対
応
す
る
。

Ｑ

傷
病
手
当
金
は
、
他

の
病
気
の
場
合
に
は
支
給

さ
れ
な
い
の
か
。

Ａ

こ
の
傷
病
手
当
金
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
特
化
し
た
期
間
限

定
の
措
置
で
あ
り
、
他
の

病
気
の
場
合
は
支
給
さ
れ

な
い
。

Ｑ

期
間
延
長
は
考
え
ら

れ
る
の
か
。

Ａ

国
か
ら
延
長
な
ど
の

通
知
が
あ
れ
ば
、
そ
の
時

点
で
検
討
す
る
。

Ａ

な
る
べ
く
事
業
所
の

負
担
が
な
い
よ
う
に
努
め

る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
中
小
企
業
雇
用

調
整
助
成
金

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
休
業
要
請

対
象
事
業
者
支
援
給
付
金

令
和
２
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
２
号
）

令
和
２
年
度
国
民
健
康

保
険
事
業
会
計
補
正

予
算（
第
１
号
）

提
案
さ
れ
た
３
議
案
に

賛
成
す
る
。
新
型
コ
ロ
ナ

の
影
響
は
、
観
光
業
、
地

場
産
業
、
も
の
づ
く
り
、

中
小
企
業
や
個
人
事
業
者
、

農
漁
業
者
、
製
造
業
者
等

に
大
き
な
影
響
を
与
え
て

い
る
。
今
、
市
民
の
い
の

ち
と
暮
ら
し
を
守
る
自
治

体
の
本
旨
を
発
揮
す
る
必

要
が
あ
る
。

　

特
別
定
額
給
付
金

事
業
は
、
世
論
が
政

府
に
方
針
転
換
を
求

め
た
結
果
、
一
人
10

万
円
の
一
律
給
付
と

な
っ
た
。
世
帯
主
が

家
族
分
一
括
し
て
申

請
。
こ
の
こ
と
か
ら

Ｄ
Ｖ
被
害
者
が
避
難

し
て
い
る
場
合
、
給

付
金
が
受
け
取
れ
な

い
懸
念
が
あ
る
。
誰
一
人

取
り
残
さ
な
い
取
り
組
み

が
必
要
。
ま
た
、
10
万
円

だ
け
で
は
こ
の
危
機
を
乗

り
越
え
ら
れ
な
い
市
民
も

い
る
。
必
要
な
市
民
へ
さ

ら
な
る
支
援
が
必
要
。

　

中
小
企
業
雇
用
調
整
助

成
金
、
休
業
要
請
対
象
事

業
者
支
援
給
付
金
に
つ
い

て
は
、
市
が
上
乗
せ
支
援

す
る
。
手
続
き
の
簡
素
化

等
で
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
対
応
を
。
市
長
は
、
戦

後
最
大
の
危
機
的
状
況
と

の
認
識
を
示
し
た
。
そ
れ

だ
け
に
、
さ
ら
な
る
思
い

切
っ
た
市
独
自
の
支
援
策

を
求
め
、
賛
成
す
る
。

暮らし・営業守る
独自支援も強化を

伊 田 悦 子
日本共産党議員団

討論討論

委員会の様子

2令和2年5月28日

ＱとＡ場帯

2令和2年5月28日

予算決算委員会の審査報告本会議において付託された議案３件を福祉健康委員会および予算決算委員会で審査しました。

予
特
別

令
和

補
正

2令和2年5月28日

委員会の審査報告
討　論4月30日の臨時会において提案された議案に対して各会派が討論をしました。



今
臨
時
会
に
提
出
さ
れ

た
全
議
案
に
対
し
て
賛
成

す
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
よ
る
療
養

者
に
対
し
、
傷
病
手
当
金

を
支
給
す
る
内
容
を
追
加

す
る
舞
鶴
市
国
民
健
康
保

険
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
制
定
で
は
、
感
染

の
疑
い
が
あ
る
場
合
も
含

め
安
心
し
て
休
め
る

こ
と
で
、
感
染
拡
大

を
防
ぎ
、
収
束
に
向

か
う
た
め
の
、
有
効

な
施
策
で
あ
る
。
一

般
会
計
補
正
予
算
に

お
い
て
は
、
国
か
ら

給
付
さ
れ
る
一
人
10

万
円
の
特
別
定
額
給

付
金
と
、
さ
ら
に
中

学
生
以
下
の
子
ど
も

一
人
に
つ
き
１
万
円

の
臨
時
特
別
給
付
金
の
２

つ
の
給
付
事
業
と
併
せ
て
、

市
独
自
の
支
援
で
あ
る
従

業
員
へ
の
休
業
手
当
の
助

成
と
、
京
都
府
の
休
業
要

請
に
対
す
る
給
付
金
に
対

し
て
上
乗
せ
支
援
を
行
う

補
正
予
算
で
あ
る
。
自
粛

や
休
業
が
続
き
、
多
く
の

市
民
が
不
安
な
状
況
で
、

こ
れ
ら
給
付
金
を
い
ち
早

く
市
民
へ
届
け
、
市
内
で

使
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

市
内
の
経
済
支
援
に
も
寄

与
す
る
。
市
と
し
て
、
引

き
続
き
迅
速
な
対
応
と
、

支
援
が
一
人
一
人
ま
で

し
っ
か
り
と
行
き
届
く
よ

う
期
待
す
る
。

市民一人一人へ
行き届く手厚い支援を

野 瀬 貴 則
新政クラブ議員団

今
臨
時
会
に
上
程
さ
れ

た
全
議
案
に
賛
成
す
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
休
業
要
請
対
象

事
業
者
支
援
給
付
金
事
業

で
は
、
緊
急
事
態
宣
言
に

よ
り
、
府
の
休
業
要
請
に

協
力
し
て
い
た
だ
い
た
中

小
企
業
・
個
人
事
業
主
に

対
し
、
府
の
給
付
金
と
同

額
で
あ
る
、
中
小
企

業
20
万
円
、
個
人
事

業
主
10
万
円
を
上
乗

せ
支
給
す
る
も
の
で
、

市
内
約
９
０
０
社
を

想
定
し
て
い
る
。
経

営
悪
化
す
る
市
内
の

中
小
企
業
、
個
人
事

業
主
を
守
る
た
め
に
、

国
や
府
に
任
せ
き
り

で
は
な
く
、
市
と
し

て
お
支
え
す
る
と
い

う
意
思
の
表
れ
で
評
価
す

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
新

型
コ
ロ
ナ
が
地
域
経
済
に

も
た
ら
す
影
響
は
、
休
業

要
請
に
該
当
し
な
い
業
種

に
も
広
く
当
て
は
ま
り
、

早
急
に
市
内
事
業
者
の
実

態
把
握
に
努
め
、
事
業
者

が
限
定
的
に
な
ら
な
い
、

よ
り
突
っ
込
ん
だ
市
の
独

自
施
策
を
展
開
さ
れ
た
く

強
く
要
望
す
る
。
ま
た
給

付
金
の
支
給
の
み
な
ら
ず
、

市
が
発
注
す
る
業
務
委
託

や
物
品
購
入
、
入
札
参
加

条
件
な
ど
市
内
事
業
者
へ

の
限
定
を
徹
底
す
る
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
面
で
見
直
し
を

図
ら
れ
た
い
。

より突っ込んだ市の
独自施策を強く要望

鴨 田 秋 津
会派に所属しない議員

討論討論

４
月
臨
時
会
に
上
程
さ

れ
た
全
議
案
に
賛
成
す
る
。

補
正
予
算
で
は
、
国
が
示

し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
拡
大
を
踏
ま

え
、
一
人
当
た
り
10
万
円

の
一
律
給
付
の
「
特
別
定

額
給
付
金
」
と
児
童
手
当

の
対
象
児
童
一
人
当
た
り

１
万
円
を
上
乗
せ
す
る

「
子
育
て
世
帯
へ
の

臨
時
特
別
給
付
金
」

の
給
付
に
つ
い
て
、

市
民
の
方
々
に
一
刻

も
早
く
、
漏
れ
な
く

届
く
よ
う
、
ま
た
、

申
請
に
お
い
て
混
乱

が
な
い
よ
う
お
願
い

す
る
。
本
市
で
は
、

中
小
企
業
等
の
支
援

と
し
て
、
国
の
雇
用

調
整
助
成
金
を
受
け
、

休
業
手
当
等
を
支
払
う
事

業
主
に
対
し
、
助
成
金
を

上
乗
せ
す
る
支
援
や
京
都

府
の
休
業
要
請
に
応
じ
た

中
小
企
業
に
20
万
円
、
個

人
事
業
者
に
10
万
円
を
、

府
の
給
付
金
に
上
乗
せ
支

援
す
る
「
休
業
要
請
対
象

事
業
者
支
援
給
付
金
」
が

補
正
予
算
に
盛
り
込
ま
れ

た
こ
と
を
評
価
す
る
。
今

後
と
も
、
各
種
経
済
支
援

の
受
け
付
け
に
つ
い
て
、

相
談
・
申
請
の
集
中
に
よ

る
交
付
遅
延
が
生
じ
な
い

よ
う
、
ま
た
、
速
や
か
な

給
付
と
な
る
よ
う
、
当
事

者
に
寄
り
添
っ
た
周
知
や

相
談
体
制
の
強
化
を
お
願

い
す
る
。

給付金の迅速な対応
事業者支援の充実

小 谷 繁 雄
公明党議員団

討論討論

人へ

討　論4月30日の臨時会において、提案された議案に対して各会派が討論をしました。
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全
議
案
に
賛
成
す
る
。

特
に
市
独
自
で
財
政
調
整

積
立
金
を
繰
り
入
れ
て
、

中
小
企
業
雇
用
調
整
助
成

金
の
雇
用
主
負
担
分
を
10

分
の
１
助
成
。
休
業
要
請

対
象
事
業
者
支
援
給
付
金

は
、
府
の
支
援
と
同
額
の

中
小
企
業
20
万
円
、
個
人

事
業
10
万
円
で
あ
る
が
、

舞
鶴
の
業
者
を
守
る

ん
だ
と
い
う
市
長
の

強
い
思
い
を
感
じ
る

と
と
も
に
、
３
月
定

例
会
で
の
緊
急
特
別

対
策
利
子
補
給
金
の

創
設
等
に
当
た
っ
て

も
、
担
当
職
員
さ
ん

の
頑
張
り
に
感
謝
す

る
。こ

の
難
局
を「
み
ん

な
で
ガ
ン
バ
ロ
ウ
」

と
い
う
強
い
思
い
が
伝
わ

る
。
特
別
定
額
給
付
金
の

一
人
10
万
円
で
は
、
国
民

一
律
に
は
ど
う
か
と
い
う

意
見
も
あ
る
が
、
み
ん
な

も
ら
っ
て
余
裕
の
あ
る
人

は
、
近
所
の
影
響
を
受

け
て
い
る
商
店
や
飲
食
店

に
直
接
お
金
が
回
る
よ
う

に
、
ま
た
、「
コ
ロ
ナ
に

負
け
る
な
舞
鶴
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
も
ぜ
ひ
利
用
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対

し
て
、
国
・
府
・
市
の
連

携
を
密
に
し
、
収
束
に
向

け
、
市
民
一
丸
と
な
り
、

こ
の
難
局
を
乗
り
切
っ
て

い
き
た
い
。

舞鶴を守るという
市長の強い思い伝わる

【第２回臨時会に提出された事業】

高 橋 秀 策
創政クラブ議員団

討論
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次
の
要
望
事
項
に
よ
る

意
見
書
を
議
員
発
議
し
、

可
決
し
ま
し
た
。

▽
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
係
る
意
見

書
（
抜
粋
）

１　

感
染
拡
大
防
止
を
目

的
に
必
要
な
検
査
の
実

施
体
制
の
構
築
、
医
療

機
関
等
に
お
け
る
病
床

の
確
保
、
医
療
資
器
材

の
整
備
確
保
を
は
じ
め

医
療
体
制
の
強
化
と
支

援
に
取
り
組
む
こ
と
。

２　

中
小
企
業
や
個
人
事

業
主
等
へ
の
支
援
、
雇

用
の
確
保
な
ど
思
い

切
っ
た
経
済
対
策
を
早

急
に
実
行
す
る
こ
と
。

３　

臨
時
休
校
や
事
業
所

の
休
業
要
請
等
に
伴
う

子
育
て
環
境
へ
の
適
切

な
対
応
や
市
民
生
活
を

守
る
た
め
の
対
策
を
速

や
か
に
実
行
す
る
こ
と
。

４　

感
染
症
拡
大
防
止
、

医
療
体
制
の
確
保
、
経

済
復
興
策
等
、
緊
急
的

に
対
応
す
る
自
治
体
へ

の
財
政
支
援
を
行
う
こ

と
。

国
に
対
す
る
意
見
書

新型コロナウイルス感染症
対策特別委員会を設置

新型コロナウイルス感染症
対策特別委員会を設置

新型コロナウイルス感染症対策について、
議会としても調査検討を行うため、令和２年
第１回臨時会におい
て「新型コロナウイ
ルス感染症対策特別
委員会」を設置しま
した。
委員長　　今西　克己
副委員長　山本治兵衛
委　員　　鴨田　秋津　 川口　孝文　 小杉　悦子
　　　　　田畑　篤子　 眞下　隆史　 松田　弘幸
　感染拡大防止の対策はもちろんのこと、終息
後の地域経済や生活を少しでも早く回復させる
ことが重要です。
　特別委員会の設置に先立ち、各議員の活動や
ホームページを通じて市民の皆さまからさまざ
まな分野に対して多くのご意見をお寄せいただ
き、厚く御礼申し上げます。
　特別委員会では、頂戴した皆さまのご意見を
踏まえて、国、京都府、市への提言や要望を取り
まとめ、一日も早い回復に取り組んでまいります。

【第２回臨時会に提出された事業】

新
議会
第１
て「
ルス
委員
した
委
副
委

●市民や事業者の皆さまへの支援が一日も
早く届くよう新型コロナウイルス感染症
対策に係る第２回臨時会を５月21日
（木）に開催
●さらなる支援対策など、１億1974万円
の令和２年度一般会計補正予算を可決

●市民や事業者の皆さまへの支援が一日も
早く届くよう新型コロナウイルス感染症
対策に係る第２回臨時会を５月21日
（木）に開催
●さらなる支援対策など、１億1974万円
の令和２年度一般会計補正予算を可決

令令令令令令令和和和和和和和2222222年年年年年年年 第第第第第第第2222222回回回回回回回臨臨臨臨臨臨臨時時時時時時時会会会会会会会会にににににににつつつつつつついいいいいいいててててててて令和2年 第2回臨時会について

■ 事業継続緊急支援給付金
国の持続化給付金の対象とならない市内小規模事業者に20万円を給付
（１カ月の売り上げが前年同月比で30％以上50％未満減少した場合）

■ 地域農産物需要拡大支援事業費補助
  地域水産物需要拡大支援事業費補助
厳しい地元農水産物の出荷・販売等の取り組みに対する支援を実施

■ 救急・救助体制充実強化事業
感染症患者を救急搬送する場合の陰圧式患者搬送器具を整備

■ 情報システム管理経費
テレワーク環境やWeb会議機材を整え、
円滑に業務が遂行できる体制を整備

議決結果は
このコードから
ご覧いただけます。

特別委員会の様子

討　論

全
議

特
に
市

積
立
金

中
小
企

金
の
雇

分
の
１

対
象
事

は
、
府

中
小
企

事
業
10

舞
鶴
の

ん
だ
と

強
い
思

と
と
も

例
会
で

対
策
利

創
設
等

も
、
担

の
頑
張

る
。こ

の 舞鶴を守るという
討討論討論討論

討　論
意見書、新型コロナウイルス感染症対策特別委員会の設置、第2回臨時会について

4月30日の臨時会において、提案された議案に対して各会派が討論をしました。
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